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学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）
通信制課程福岡県立 博多青松 高等学校

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

　昨年度は例年以上に広報活動に
力を入れ、生徒募集に一定の成果
があった。一方で中学校の先生方
の本校に対する理解は進んでいる
とはいえず、魅力ある学校づくりの
推進と、それを伝える広報活動の
充実が必要である。魅力ある学校
づくりの一つがキャリア教育の充実
であると考え、「総合的な探究の時
間」もあわせて改善を図りたい。
　また、様々な事情を抱える生徒に
寄り添い、自立を支援するために職
員間の情報交換や研修、外部機関
との連携をいかに行うかということも
継続的な課題となっている。

学習活動及びキャリア教育を充実させ、生徒の個別最適な学びを実現する。

（１）生徒の多様な学びに対応できるような教職員の学習指導体制の充
実を図る。
（２）ＩＣＴを活用する等、魅力ある授業を展開し、生徒の学力の更なる伸
長を図る。
（３）キャリア教育の体制整備を図り、生徒が未来社会でたくましく生き抜
く力を育成する。

B
生徒の多様化に対応した、積極的生徒指導と修学支援を充実させる。

（１）学校生活を通して「社会のルールが博多青松のルール」、「博多青松
の自由は、学びのための自由」などの博多青松アイデンティティの涵養
を図る。
（２）「チーム博多青松」としての共通理解のもと、全生徒の指導・支援を
全職員で行う。
（３）関係機関との連携、校内研修の充実を更に図り、組織的な修学支援
を行う。

本校の特徴を再確認し、その特徴を活かした教育活動を実践する。

（１）創立３０周年に向けた学校行事や「総合的な探究の時間」及び「博多
青松グローバル人材育成プログラム」の充実に努める。
（２）定時制、通信制それぞれの魅力や生徒の活躍について情報発信を
行うため、学校ホームページ等の充実を図るなど、積極的に広報活動を
行う。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

生徒一人一人の個性を尊重し、目標達成のための力を育成することのできる、県立唯一の通信制高校
～自らの力で課題を解決する通信制ならではの教育活動を通して、学校内外の様々な学びにつながる継続力とチャレンジ精神を有する人材を育成します～

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

○創学の精神のもと、自律した生活習慣を身に付け、他者を尊重し、自分の目標に向かって努力することがで
きるために必要な資質・能力
○私生活と学校生活の両立を目指し、自己管理ができ、主体的に物事に取り組むことができるために必要な
資質・能力

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

○自ら履修科目を設定し、卒業までの計画を編成できる教育課程
○在籍期間の上限を設けず、単位を積み重ねることで卒業を目指せる柔軟な単位制
○検定等の学校外の学修成果を単位として認定
○丁寧な添削指導、深い学びを実践する面接指導、生徒の実態に合った学習評価の実施

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

○年齢を問わず、学ぶ意欲がある人　　　　　　　　　　○自分の生活スタイルを大事にしたい人
○様々な学習を通して、自分の将来を考えたい人　　○自分で考え行動したい人
○他者を思いやり、多様性を尊重できる人　　　　　　 ○社会のルール・マナーが守れる人
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Ａ

スクーリングを視察したこと
で、日頃の学校の様子を伺
い知ることができた。他県で
はレポートの電子化されてい
ると聞き及んでいることから、
本校でも電子化に向けた検
討を加速をお願いしたい。

ＨＰは見やすくなっているの
で、常に新しい情報発信を継
続して欲しい。

Ａ

生徒の情報共有等様々な取
り組みが進んでいる様子を知
ることができた。通信制だか
らこそできることを検討して欲
しい。

Ａ

個人情報が漏洩されないよう
対応をお願いしたい。教務と
連携しＩＣＴ教育の推進をお願
いしたい。Ａ

進学実績が年々あがってい
るように感じた。向けて取り
組む過程で、学校の支援が
生徒の後押しになっていると
考える。

Ａ

式典の円滑の運営など実施
状況は良好だと感じた。校報
誌についても個人情報漏洩
には引き続き配慮をお願いし
たい。

Ａ

生徒が抱えるこころの問題へ
の取り組みをどのように推進
し、寄り添うのか。今後もでき
るだけの配慮をお願いした
い。

Ａ

ＳＮＳの利用については今後
も注意喚起をお願いしたい。
また、いじめについても情報
収集をお願いし、問題の早期
発見早期解決に取り組みを
期待する。

Ａ
・生徒が安心して学習活動が行えるよう、SCやSSW等、関係機関との連携を深める。

・スクーリング中の校内及び学校周辺の巡視を計画的に実施する。

・HRや学校行事、スクーリングを通して、マナー指導の徹底を図る。

・「学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの未然防止・早期発見に努める。

・スクールカウンセリング希望者の調整を行う。

・職員間や保健室とで生徒情報を共有する。

・生徒一人ひとりに適したサポートを行う。

・校内での緊急避難時における生徒の行動を確認させる。

・日常生活における緊急避難を生徒に意識させる。

・緊急避難時における職員の動きをそれぞれで確認してもらう。

・各分掌・年次との密接な連携により行事等を円滑に行う。

・生徒の知見を広げるために幅広い内容の記事を掲載する。

・教職員へ適切に、かつ時機に応じて進路情報を提示する。

・キャリア教育関連行事の内容を充実させる。

・通信制におけるＩＣＴの活用を模索する。

・学校ホームページの充実を図り、積極的に情報発信を行う。

・各種学校説明会の機会に生徒の活動や活躍を視覚的に紹介する。

・広報活動に関わる職員研修を行い、チーム支援を充実させる。

・定時制と連携を図りながら、充実した広報物の早期作成に努める。

・ポスターやパンフレットなどの立案を迅速に行い、広報物の掲示を充実させる。

・学校行事や生徒の活躍などの視覚的資料を広報素材として積極的に活用する。

・生徒の学校生活における充実感・満足感向上のために学校行事等を工夫・改善する。

・学校生活アンケート等で、生徒の現状把握を行い、生活指導や行事運営及び環境改善に生かす。

避難訓練に誰が参加しているかわからないところ
が、通信制の難しいところである。次年度も少し
形を変えながら実施したい。

実施要項の早期提示により、各係の準備等が円
滑に進んだ。実施後に意見を集約することで次年
度に活かす。

生徒の氏名等を掲載する場合は必ず本人の承諾
を得る、または生徒個人が特定できないような工
夫をする。

進路実現に向けて情報収集を始めるのが遅い生
徒が多い。進路希望をできるだけ早く担任に知ら
せることを、機会あるごとに伝える。

トラブル発生時の運用支援は問題なく実施できた
が、マニュアル作成と情報共有がまだ不十分であ
り、次年度に継続する。

担当者が代わったため、新たな取り組みがあまり
できなかった。

「留意を要する生徒」の資料作成について模索す
る。研修を通して観点別評価の実践例を共有し、
職員の教科指導力の向上を図る。

全職員による情報の共有を更に進める為に、より
精選した内容にする。ICTに関しては、本校特有
の難しさもあるため引き続き研究する。

HPによる情報発信の充実については課題が残っ
た。学校説明は、担当割を作成することで全職員
での実施が定着してきたので継続していきたい。

定時制と連携が充実しており、業務分業を徹底す
ることができた。次年度はパンフレットの早期作成
に努め、定時制との同時完成を目指したい。

各アンケートの回答方法について、紙ベース以外
の方法も検討していきたい。
行事の更なる充実のために常に改善を心がける。

SNSを通してのいじめについて、常に気を配り、さらなる
情報収集に務める必要がある。また、発生の際には、関
係機関と連携を取りながら解決に務める。

生徒のこころの状態を知ることができ、心配な生
徒の情報は担任と共有した。紙でのアンケート提
出は次年度の課題である。

B

自己評価

結果の考察と次年度の課題

避難訓練の円滑な実施

・式典の実施要項を早期に提示し、業務の周知徹底を図る。

・行事の活性化を図るため、詳細な記録を残す。

・生徒の感想を掲載するなど、生徒の活動が伝わる誌面を作る。

・保護者にも届く送付の仕方、内容になるように工夫をする。

教務部

レポート・スクーリングの充実 B

B

教務領域の共通理解と改善 B

授業規律については各教科担当の先生に十分な
説明をしていただくことで生徒や保護者にも理解
を深めてもらえた。

教務に関する作業については先生方の協力のもとマ
ニュアル化を少し前進させることができた。多くのイレ
ギュラーに対応するための具体例を文書化できるように
していきたい。

・様々なメディアを用いた情報提供を行う方法を提案する。

・観点別評価を取り入れた、生徒を取り残さない教育を目指した授業改善に取り組む。

・業務内容の精選を行い、作業の効率化を図る。

・教員用のタブレットの使用サポートを行う。

・業務ごとのマニュアルを作成する。

校報誌「青松」の有効活用 B

ガイダンス部

生徒個々の希望進路実現に
向けた支援体制の構築 A

・生徒が安心して学校生活を
送るための公共心やマナー
の向上

A

健康教育部

生徒の心身の健康への支援 A

庶務部

円滑な学校行事の運営 A

生徒自身による進路選択に
係る情報収集の支援 A

A

B

卒業年次の担任を中心に、積極的に面談の場を
設定してもらい、進路についての意識を喚起する
ことができた。次年度はさらに進めていく。

B

B

「学校生活アンケート」によ
り、生徒の不安や要望を把
握できた。

・生徒の進路選択を支援するために、教員間の連携を強化する。

・あらゆる機会を利用して「進路の手引」を積極的に活用する。

・クラス、年次の枠を越えた個別相談体制を構築する。

・HPへ進路情報を上げるとともに、「進路だより」の内容を充実させる。

情報システム部

校務パソコンの運用支援 B
B・ＨＰ更新システムの運用支援を行う。

・校務パソコン及び校務サーバの運用管理を円滑に行う。

・ＩＣＴ機器の管理と利用を支援する。

研修部

研修会の充実 B

A

校務ネットワーク及び
　ICT機器の運用管理 B

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見
評価項目 具体的目標 評価（３月）

・人権教育基本方針を理解し、「チーム博多青松」で生徒の支援を行う。

・観点別評価により職員の「見えない学力」を育成する力を高める。

・留意を要する生徒に関する情報共有を全職員で行う。

・他分掌と連携し、年間4回以上の校内研修を実施する。

・基本研修（研究授業・発表・報告など）を円滑に実施する。

生徒指導部

広報素材の収集・精選 A

B

・生徒の学校生活に対する充
実感、満足感の向上 B

B

具体的方策

・授業規律を徹底し、生徒の授業満足度の向上を図る。

研修内容の精選 A

企画広報部

広報活動の充実

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

・他部署との業務のシェアを図り、職員一丸となって取り組む。

・校務支援システムのマニュアルの整備と効果的な利用の推進を図る。

スクーリングに積極的に参加できた。楽しく
説明を聞くことができた。説明が分かりやす
かった。

学校生活アンケートにより、
生徒の不安や要望を把握で
きた。

授業アンケートにより、生徒
の実態と課題を把握できた。

「いじめアンケート」により、現
時点でのいじめのない本校
の状況を把握できた。

「こころのアンケート」を実施
し、生徒のこころの状態を知
り、講話につなげる。

進路に向けての意識が低い
生徒が多いというのが現状で
ある。

昨年度に較べて上級学校へ
の進学希望者が多く、積極的
に受験していった。
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

Ａ

目標を持たせ、進路実現と卒
業に向けた指導を引き続きお
願いしたい。先生方の温かい
言葉かけが生徒の頑張りを
後押ししていると感じる。

Ａ

通信制教育に生徒が慣れる
までには時間を要したことだ
と感じている。先生方の指導
に敬意を表したい。Ａ

読書をすると、教養や知識が
身に付くほかストレス解消な
どのメリットがあるとの報告も
あります。図書館教育の充実
をお願いしたい。

Ａ

卒業に向けての心強い後押
しを感じた。一人でも多くの
生徒が卒業できるよう引き続
き指導をお願いしたい。

・生徒情報の共有をもとに、チームでの支援・指導に努める。

・教育相談体制の充実を図る。

・生徒の今を大切にし迅速に対応する。

・新教育課程での受験初年度になるので、受験知識を高める。

・幅広い進路希望の把握と希望実現に向けての支援を行う。

・生徒情報を共有し、共通認識のもと生徒を指導する。

・生徒の学習状況を把握し、きめ細やかなサポートを行う。

・特別活動等への参加を通して、生徒の本校への帰属意識を高める。

・幅広い進路希望の把握と面談等でのサポートを充実させる。

・ガイダンス部と連携し、情報提供や相談により進路意識を醸成する。

・進路の実現と保護者との連
携 B

学校関係者評価

・生徒に寄り添った指導について、高い評価をいただいた。今後も生徒に寄り添い、心に届く言葉かけに注力していきたい。

・レポートの電子化に向けて、情報収集を行うことことができた。引き続き電子化に向けて取り組みをすすめていきたい。

・レポートの電子化と併せて、学習状況書等の送付書類を電子化できないか、検討を進めていきたい。

・生徒の現状にあった内容を吟味し、ＩＣＴの活用と従来からの指導方法と併用で、より効果的な学習環境の整備を推進していきた。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

Ａ

評価項目以外のものに関する意見

・自尊心を高め、進路意識の
醸成 A

卒業予定生年次

・生徒情報の共有と年次全
体での支援 A

「学校生活に関する」「保健」
「学校生活」「心の」アンケー
トから実態を把握できた。

・保護者ならびに医療機関、福祉機関との連携を図る。

メディア図書部

・読書センターおよび学習セ
ンターとしての図書館の役割
の定着

B

在校生年次

新入生年次

・通信制システムへの理解と
満足度の向上 B

A

・スクーリングや行事などで
ギャラリー液晶画面等による
情報提供

・予定変更などに迅速に対応する情報の提供に努める。

・安心してみてもらえる映像表現の工夫につとめる。

・他校広報誌を整理し、協力校制度の研究に資する。

・通信制システムを早期に理解させ、円滑な単位修得を促す。

・不活動状態につながる状況の早期発見に努める。

・生徒間コミュニケーションを醸成し、学校生活への満足度を向上させる。

・生徒に関する情報収集、保護者、SC、SSWとの連携を努める。

・年次内で生徒情報を迅速に共有する。

・自己肯定感を持ち、自尊感情及び他尊感情を大切にできる生徒を育成する。

・「チーム学校」として生徒の
支援に努める

「進路希望調査」「学校生活
アンケート」から生徒の考え
を理解できた。

在籍年数が長期化する生徒が、進路について悩むケー
スが多く見られた。生徒、保護者との面談を丁寧に行
い、進路希望に応じた指導を継続することが課題であ
る。

年次会議等で情報の共有をし、年次として生徒対応がで
きた。しかし対面で会話する機会が少ないため、生徒の
その後を確認することが困難であった。

学校生活アンケートにより、
生徒の不安や要望を把握で
きた。

B
進路希望調査をもとに多様な
路希望を把握することがで
き、適宜対応できた。

B

B

A

図書館情報の発信についてはPDF化することに
より、紙面の制限なく行えるようにすると同時に個
人情報保護の面で最新の注意を払う。

登校時、生徒が最初に見る掲示物としての大画
面ディスプレーとして、より一層の充実を図る。

個別の電話連絡など行ったが、電話がつながらな
いケースが多く、全員の生徒の困りごとなど把握
できる工夫を検討する必要がある。

学校生活に満足している生徒は多いが、家の生
活と学校の学習が両立できない理由が生活環境
にある場合の支援を検討していく必要がある。

「学校生活アンケート」から、
生徒の実態を把握でき、声か
けを行うことができた。

「保健アンケート」「学校生活
アンケート」から生徒の実態
を把握できた。

卒業延期を含めて、多様な進路希望に対応する
ことが出来たが、保護者への情報発信と連携強
化が次年度の課題である。

B

A

学習に対して意欲的になる生徒と、学習以外の目的で登
校する生徒との違いが顕著に出始めている。すべての
生徒が不安なく登校できる環境維持が課題である。

・広報誌や状況書添付物による図書館情報の周知を進める。

・図書委員と連携を図る。生徒の意向が反映される選書を行う。

・周年事業のために過去の情報を収集・整理する。

・生徒理解と適切な支援・指
導を行う

・前年度からの引継ぎ事項を確認し、適宜生徒との面談を行う。
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